
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
宮
城
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
県
立
大
学
室
）　

　

一

〇
宮
城
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

二

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

三

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
介
護
保
険
室
）　

　

三

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

六

〇
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

七

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

八

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了 

（　
　

同　
　

）　

　

八

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（
森
林
整
備
課
）　

　

九

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定
告
示
内
容
の
掲
示 

（　
　

同　
　

）　

　

九

〇
平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号
（
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る

　

監
督
処
分
の
基
準
）
の
一
部
改
正 

（
事
業
管
理
課
）　

　

九

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
理
事
に
つ
い
て
の
届
出 

（
都
市
計
画
課
）　

　

九

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

一
〇

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　

一
〇

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可 

（
下
水
道
課
）　

一
一

 
教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　

一
一

〇
教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　

一
二

〇
学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　

一
二

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則 

　

一
三

〇
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則 

　

一
五

〇
県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　

二
〇

〇
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

　

二
〇

選
挙
管
理
委
員
会

〇
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る

　

収
支
報
告
書
の
要
旨 

　

二
〇

 
公
安
委
員
会

〇
技
能
検
定
員
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
の
実
施 

　

二
四

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
四
七
六
号
中 

　

二
五

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
四
号
中 

　

二
五

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
四
一
号
中 

　

二
五

 
規

則

　

宮
城
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
七
号

　
　
　

宮
城
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
大
学
学
則
（
平
成
八
年
宮
城
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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目
次
中
「
、
学
科
及
び
学
生
定
員
」
を
削
り
、「
第
三
条
」
の
下
に
「
・
第
三
条
の
二
」
を
加
え
、「
第
三
条
の
二
」

を
「
第
三
条
の
三
」
に
改
め
る
。

　

「
第
一
節　

学
部
、
学
科
及
び
学
生
定
員
」
を
「
第
一
節　

学
部
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
に
見
出
し
と
し
て
「（
学
部
、
学
科
及
び
学
生
定
員
）」
を
付
す
る
。

　

第
二
章
第
一
節
の
二
中
第
三
条
の
二
を
第
三
条
の
三
と
し
、
同
章
第
一
節
中
第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
教
育
研
究
上
の
目
的
）

第
三
条
の
二　

本
学
学
部
の
教
育
研
究
上
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

看
護
学
部
は
、
科
学
的
な
思
考
力
と
実
践
的
な
技
能
を
備
え
た
人
間
性
豊
か
な
看
護
職
を
養
成
し
、
社
会
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
看
護
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
及
び
社
会
活
動
へ
の
取
組
を
通
じ
て
地
域
貢
献
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

二　

事
業
構
想
学
部
は
、
社
会
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
事
業
構
想
の
知
識
及
び
技
能
を
備
え
た
技
術
の
わ
か
る
事
業

者
及
び
事
業
の
わ
か
る
技
術
者
を
養
成
し
、
事
業
構
想
の
知
識
・
技
術
及
び
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
教
育
研
究
及

び
地
域
貢
献
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

食
産
業
学
部
は
、
食
材
の
生
産
、
食
品
・
飲
料
の
製
造
・
流
通
・
消
費
に
係
る
産
業
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
環

境
対
応
に
つ
い
て
、
幅
広
い
科
学
的
知
識
と
技
術
を
持
ち
、
事
業
に
必
要
な
意
欲
や
能
力
が
あ
ふ
れ
る
人
材
を
養

成
し
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
食
に
関
す
る
産
業
に
つ
い
て
、
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
過
程
を
対
象
に
し
て
、
事

業
、
食
の
安
全
性
、
環
境
と
の
調
和
な
ど
の
観
点
か
ら
、
教
育
研
究
及
び
地
域
的
な
社
会
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

第
二
十
条
第
三
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
号
」
を
「
第
百
五
十
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
六
十
九

条
第
二
号
」
を
「
第
百
五
十
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
六
十
九
条
第
四
号
」
を
「
第
百
五
十
条
第
四

号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
十
七
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
八
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の

改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

宮
城
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
八
号

　
　
　

宮
城
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
大
学
大
学
院
学
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
二
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　

　

第
七
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
七
十
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
百
五
十
五
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
号
の
表
中
「コ

ポ
レ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

」
を
「フ

ァ
イ
ナ
ン
ス

」
に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
、

 

を 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
一
項
第
七
号
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
在
籍
す
る
学
生
に
係
る
授
業
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
並
び
に
修
士
課
程

の
修
了
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
宮
城
大
学
大
学
院
学
則
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

ー
ー

「

経
済
シ
ス
テ
ム

産
業
シ
ス
テ
ム

文
化
シ
ス
テ
ム

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
法

２２２２２

」

「

経
済
シ
ス
テ
ム

ビ
ジ
ネ
ス
法

２２

」

「

食
農
事
業

医
療
福
祉
事
業

文
化
事
業

２２２２

」

「

地
域
経
済
事
業

医
療
事
業

医
療
福
祉
シ
ス
テ
ム

社
会
シ
ス
テ
ム
論

２２２２

」

「

環
境
情
報
デ
ザ
イ
ン

地
域
デ
ザ
イ
ン

２２

」

「

環
境
情
報
デ
ザ
イ
ン

環
境
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
デ
ザ
イ
ン

２２２

」

「

情
報
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅳ

４

」
「

情
報
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅳ

英
語
特
論

４２４

」
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究



 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
九
号

　
　
　

都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
条
中
「
石
巻
市
長
」
の
下
に
「
及
び
大
崎
市
長
」
を
加
え
、「
及
び
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
法
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
）
内
で
あ
る
も
の
」
の
下
に

「
及
び
平
成
二
十
年
四
月
一
日
前
に
知
事
が
し
た
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
う
ち
開
発
区
域
が

大
崎
市
の
区
域
内
で
あ
る
も
の
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

中
本
誠
司
現
代
美
術
館

一　

代
表
者
の
氏
名 

大
内　

光
子

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

仙
台
市
青
葉
区
東
勝
山
二
丁
目
二
十
番
十
五
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
広
く
一
般
市
民
に
対
し
て
、
芸
術
の
普
及
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、

芸
術
及
び
文
化
の
普
及
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
年
三
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
河
川
整
備
研
究
会

一　

代
表
者
の
氏
名 

笹　
　

正
樹

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
一
丁
目
二
十
二
番
地
の
十
三

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
広
く
県
民
に
対
し
て
、
河
川
整
備
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
水
辺

環
境
の
保
全
保
護
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
年
三
月
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

二　

通
所
介
護

三　

短
期
入
所
生
活
介
護

（3）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
五
七

〇
四
七
五
四
〇
一
八
九
九

〇
四
七
〇
六
〇
〇
四
一
二

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
み
や
ぎ
の
杜

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二
丁
目

二
十
七
番
二
十
二
号

サ
テ
ラ
イ
ト
デ
イ
グ
リ
ー
ン
フ

ィ
ー
ル
ズ
八
本
松

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

サ
ポ
ー
ト
デ
イ
・
白
石

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
茶
園
六
十

二
番
地
一

申　

請　

者　

名

医
療
法
人
社
団
清
山
会

医
療
法
人
美
瑛

有
限
会
社
福
祉
文
化
社

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
〇
九
〇
〇
三
八
二

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
六
五

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ア
ク
ル
ー
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン多
賀
城
市
下
馬
二
丁
目
一
番
十

五
号
Ｋ
二
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
ル

三
〇
一
号

安
心
生
活
サ
ー
ビ
ス
仙
台

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ケ
谷
東
二

丁
目
二
十
五
番
二
十
七
号

申　

請　

者　

名

株
式
会
社
ケ
ア
ク
ル
ー

有
限
会
社
す
ず
め
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

申　

請　

者　

名

指
定
年
月
日



四　

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

五　

福
祉
用
具
貸
与

六　

特
定
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
七
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
訪
問
介
護     

二　

介
護
予
防
通
所
介
護

三　

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

四　

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

第1944号　平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
〇
四
八

〇
四
七
一
五
〇
一
五
一
〇

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン
タ
ー
長

町仙
台
市
太
白
区
長
町
六
丁
目
十

三
番
二
号

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
リ
ベ
ラ

大
崎
市
田
尻
字
北
大
杉
八
十
五

－

十
八

申　

請　

者　

名

株
式
会
社
日
本
エ
ル
ダ
リ
ー

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

合
資
会
社
リ
ベ
ラ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
十
五
日

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
四
〇

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
み
は
る
の
杜

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二
丁
目

五
番
二
十
七
号

医
療
法
人
社
団
清
山
会

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
九
〇
七

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

福
祉
用
具
グ
リ
ー
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

申　

請　

者　

名

医
療
法
人
美
瑛

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
三
〇
一
四
四
六

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

ニ
チ
イ
の
き
ら
め
き
仙
台
若
林

仙
台
市
若
林
区
荒
井
丑
の
頭
四

十
五
番
地
の
五

申　

請　

者　

名

株
式
会
社
ニ
チ
イ
の
き
ら
め

き

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
九
〇
七

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

福
祉
用
具
グ
リ
ー
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

申　

請　

者　

名

医
療
法
人
美
瑛

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
四
〇

〇
四
七
三
一
〇
〇
五
八
四

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
み
は
る
の
杜

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二
丁
目

五
番
二
十
七
号

介
護
老
人
福
祉
施
設
み
さ
と
の

杜遠
田
郡
美
里
町
駅
東
二
丁
目
十

七
番
地
五

申
請
者
の
名
称

医
療
法
人
社
団
清
山
会

社
会
福
祉
法
人
杜
の
村

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
〇
九
〇
〇
三
八
二

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
六
五

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ア
ク
ル
ー
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン多
賀
城
市
下
馬
二
丁
目
一
番
十

五
号
Ｋ
二
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
ル

三
〇
一
号

安
心
生
活
サ
ー
ビ
ス
仙
台

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
ケ
谷
東
二

丁
目
二
十
五
番
二
十
七
号

申
請
者
の
名
称

株
式
会
社
ケ
ア
ク
ル
ー

有
限
会
社
す
ず
め
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
二
〇
二
〇
五
七

〇
四
七
五
四
〇
一
八
九
九

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
み
や
ぎ
の
杜

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二
丁
目

二
十
七
番
二
十
二
号

サ
テ
ラ
イ
ト
デ
イ
グ
リ
ー
ン
フ

ィ
ー
ル
ズ
八
本
松

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

申
請
者
の
名
称

医
療
法
人
社
団
清
山
会

医
療
法
人
美
瑛

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日



五　

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

六　

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

二　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

二　

福
祉
用
具
貸
与

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
一
号

  
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（5）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
三
〇
一
四
四
六

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ニ
チ
イ
の
き
ら
め
き
仙
台
若
林

仙
台
市
若
林
区
荒
井
丑
の
頭
四

十
五
番
地
の
五

申
請
者
の
名
称

株
式
会
社
ニ
チ
イ
の
き
ら
め

き

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
十
五
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
九
〇
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

福
祉
用
具
グ
リ
ー
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

申
請
者
の
名
称

医
療
法
人
美
瑛

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
九
〇
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

福
祉
用
具
グ
リ
ー
ン

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目

九
番
十
八
号
東
邦
ビ
ル
一
階

申
請
者
の
名
称

医
療
法
人
美
瑛

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

変
更
後

変
更
前

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
〇
四
八

事
業
者
の
名
称

ひ
ば
り
サ
ー
ビ
ス
仙
台

セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン

タ
ー
長
町

事
業
者
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長
町
六
丁

目
十
三
番
二
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

変
更
後

変
更
前

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
〇
四
八

事
業
者
の
名
称

ひ
ば
り
サ
ー
ビ
ス
仙
台

セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン

タ
ー
長
町

事
業
者
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長
町
六
丁

目
十
三
番
二
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
者
の
名
称

事
業
者
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
後

変
更
前

〇
四
七
五
二
〇
〇
三
八
二

み
は
る
の
杜
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

み
や
ぎ
の
杜
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二

丁
目
五－

二
十
七

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二

丁
目
二
十
七
番
二
十
二
号

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
五
〇
〇
四
六
八

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

総
合
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
介
護
事

業
所
仙
台
市
泉
区
館
六
丁
目
四
番
地

二
十

申　

請　

者　

名

有
限
会
社
総
合
ラ
イ
フ
サ
ー

ビ
ス

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
四
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
〇
九
六
二

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

東
北
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

仙
台
市
青
葉
区
支
倉
町
一
番
七

号
支
倉
ハ
イ
ツ
Ａ－

一

申　

請　

者　

名

東
北
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
二
十
日



〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
二
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
か
ら

次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
三
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
訪
問
介
護

二　

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
四
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
訪
問
介
護

二　

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
五
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
一
〇
〇
九
六
二

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

東
北
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

仙
台
市
青
葉
区
支
倉
町
一
番
七

号
支
倉
ハ
イ
ツ
Ａ－

一

申
請
者
の
名
称

東
北
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
二
十
日

変
更
後

変
更
前

〇
四
七
五
二
〇
〇
三
七
四

み
は
る
の
杜
介
護
支
援

事
業
所

み
や
ぎ
の
杜
介
護
支
援

事
業
所

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二

丁
目
五
番
二
十
七
号

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二

丁
目
二
十
七
番
二
十
二
号

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
一
五
〇
一
三
一
二

〇
四
七
一
五
〇
一
三
七
九

事
業
者
の
名
称
及
び
所
在
地

希
望
館
ケ
ア
マ
ネ
・
オ
フ
ィ
ス

大
崎
市
古
川
李
埣
一
丁
目
九－

四
十
一

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
リ
ベ
ラ

大
崎
市
田
尻
字
北
大
杉
八
十
五

－

十
八

申　

請　

者　

名

希
望
館
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
有

限
会
社

有
限
会
社
穂
乃
香

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

一
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

二
月
十
四
日

変
更
後

変
更
前

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
四
〇
一
〇
四
八

事
業
者
の
名
称

ひ
ば
り
サ
ー
ビ
ス
仙
台

セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
タ
ル
介
護
セ
ン

タ
ー
長
町

事
業
者
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長
町
六
丁

目
十
三
番
二
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
者
の
名
称

事
業
者
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
後

変
更
前

〇
四
七
五
二
〇
〇
三
八
二

み
は
る
の
杜
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

み
や
ぎ
の
杜
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二

丁
目
五－

二
十
七

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子
二

丁
目
二
十
七
番
二
十
二
号

平
成
二
十
年

二
月
一
日

介
護
保
険
事
業
所
番
号

〇
四
七
五
五
〇
〇
四
六
八

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

総
合
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
介
護
事

業
所
仙
台
市
泉
区
館
六
丁
目
四
番
地

二
十

申
請
者
の
名
称

有
限
会
社
総
合
ラ
イ
フ
サ
ー

ビ
ス

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

二
月
四
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
七
〇
〇
二
七
〇

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

大
郷
町
社
会
福
祉
協
議

会
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
お

お
さ
と

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字

屋
敷
前
百－

八

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

大
郷
町
社
会
福

祉
協
議
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

四
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
六
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
加
工
食
品
及
び
生
産
方
法
に
特
徴
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
食
品
」
を
「
加
工
食
品
等
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
こ
の
要
綱
の
目
的
に
照
ら
し
て
適
当
と
認
め
ら
れ
る
食
品
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
」
を
「
宮
城
県
産
の
良
質
な
農
林
水
産
物
を
主
原
料
に
県
内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削

る
。

　

第
三
条
第
三
項
中
「
農
林
水
産
物
及
び
そ
の
加
工
食
品
の
生
産
者
」
を
「
そ
の
加
工
食
品
の
製
造
者
又
は
販
売
者
」

に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
栽
培
ほ
場
、
飼
育
場
所
、」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
対
象
食
品
」
を
「
食
品
」
に
、

「
営
業
の
禁
止
、
停
止
等
」
を
「
業
務
方
法
の
改
善
の
命
令
等
」
に
、「
現
に
受
け
て
い
な
い
者
」
を
「
受
け
た
場
合
、

そ
の
処
分
の
終
了
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項

（
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）」
に
、「
一
年
」
を
「
二
年
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
第
三
号
の
製
造
に
係
る
規
定
は
、
県
内
の
事
業
者
に
製
造
を
委
託
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
製
造

を
受
託
し
て
い
る
事
業
者
の
製
造
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
「
生
産
」
を
「
製
造
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
認
証
の
変
更
）

第
八
条
の
二　

認
証
事
業
者
は
、
交
付
さ
れ
た
認
証
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
宮
城
県

認
証
食
品
認
証
事
項
変
更
申
請
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
を
遅
滞
な
く
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

第
六
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

　

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

認
証
事
業
者
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
証
食
品
を
宣
伝
す
る
た
め
、
認
証
事
業
者
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ち
ら
し
等
に
認
証
マ
ー
ク
を
表
示
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

第
十
一
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

認
証
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

　

第
十
一
条
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中

「
前
各
号
」
を
「
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
前
各
号
」
に
、「
認
証
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
」
を
「
第
四
条
第
一

項
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
す
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項

中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
四
号

と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二　

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三　

食
品
の
製
造
又
は
販
売
に
つ
い
て
、
法
令
等
の
規
定
に
よ
る
業
務
方
法
の
改
善
の
命
令
等
の
行
政
処
分
を
受
け

た
と
き
。

　

第
十
二
条
第
二
項
中
「
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
第
一
項
中
「
以
外
の
加
工
食
品
」
を
「
食
品
以
外
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

認
証
事
業
者
は
、
食
品
の
製
造
又
は
販
売
に
つ
い
て
、
法
令
等
の
規
定
に
よ
る
業
務
方
法
の
改
善
の
命
令
等
の
行

政
処
分
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

様
式
第
一
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附　

則

１　

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

改
正
後
の
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
の
第
五
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
、
こ
の
要
綱
の
施
行
の
日
以
後
に
さ

れ
た
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
七
号

　

県
営
渡
丸
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
年
四
月
二
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所
及
び
栗
原
市
栗
駒
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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様
式
第
１
号
の
２
（
第
 ８
 条
の
２
関
係
）宮

城
県
認
証
食
品

 認
証
事
項
変
更
申
請
書

 

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
殿

申
請
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
　

電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
法
人
に
あ
っ
て
は
，
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
，

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
次
の
と
お
り
認
証
事
項
を
変
更
し
た
い
の
で
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
第
８
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
申
請
し
ま

す
。

記

（
注
）
１
　
こ
の
申
請
書
に
は
，
宮
城
県
認
証
食
品
認
証
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
　
２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
判
と
す
る
こ
と
。

品
　
　
　
目

認
証
番
号

変
更
申
請
事
項

現
認
証
事
項

変
　
更
　
項
　
目

商
品

名
及

び
内

容
量

事
業
者
の
氏
名

又
は

名
称

事
業
者
の
所
在
地

製
造
所
等
の
名
称

製
造
所
等
の

所
在

地

変
更
の
理
由

地　

区　

名

木
沼

事　

業　

の　

名　

称

地
域
水
田
農
業
支
援
排
水
対
策
特
別
事
業

工 
事 
完 
了 
年 
月 
日

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日



〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
左
道
二
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

解
除
の
理
由

　
　

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
七
ヶ
浜
町
役
場
（
産
業

課
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
第
六
項
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ

る
旨
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
付
け
森
整
第
八
百
九
十
八
号
で
関
係
者
あ
て
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
者
は
、
所

在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
大
崎
市
役
所
に
掲
示
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
横
大
道
一
、
二
、
三
の
一
、
三
の
二
、
四

二　

所
在
が
不
分
明
で
あ
る
者
の
住
所
氏
名

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
田
二
十
九
番
地　

佐
々
木
丑
太
郎

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
三
十
九
番
地　
　

千
葉
遠
夫

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
一
番
地　
　

中
鉢
弘
毅

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
七
番
地　
　

久
本
丹
治

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
七
番
地　
　

久
本
清
治

　
�
　

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
九
十
八
番
地　
　

久
本
富
三
郎

　
�
　

仙
台
市
長
町
字
砂
押
屋
敷
三
十
番
地
の
十　

亀
井
昭
伍

三　

通
知
の
内
容

　

一
の
森
林
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
宮
城
県
告
示
第
百
八
十
号
で
告
示
し
た
と
お
り
保
安
林
の
指

定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号
（
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る
監
督
処
分
の
基
準
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
不
正
行
為
等
が
行
わ
れ
た
も
の
か
ら
適
用

す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
号
２
の�
の�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
�
　

虚
偽
申
請

イ　

公
共
工
事
の
請
負
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
、
建
設
工
事
入
札
参
加
登

録
資
格
審
査
申
請
書
、
建
設
工
事
入
札
参
加
登
録
資
格
審
査
確
認
資
料
そ
の
他
の
入
札
前
の
調
査
資
料
に
虚

偽
の
記
載
を
し
た
と
き
そ
の
他
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
手
続
に
つ
い
て
不
正
行
為
等
を
行
っ
た
と
き

（
ロ
に
規
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）
は
、
十
五
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

ロ　

完
成
工
事
高
の
水
増
し
等
の
虚
偽
の
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
得
た
経
営
事
項
審
査
結
果
を
公
共
工
事
の

発
注
者
に
提
出
し
、
公
共
発
注
者
が
そ
の
結
果
を
資
格
審
査
に
用
い
た
と
き
は
、
三
十
日
以
上
の
営
業
停
止

処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
五
号
第
一
の
四

の
５
の�
に
規
定
す
る
監
査
の
受
審
状
況
に
お
い
て
加
点
さ
れ
、
か
つ
、
監
査
の
受
審
の
対
象
と
な
っ
た
計

算
書
類
、
財
務
諸
表
等
の
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
四
十
五
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
組

合
か
ら
そ
の
理
事
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

石
巻
市
蛇
田
中
央
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
大
埣
二
百
五
番
地
一

三　

届
出
の
内
容
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理
事
に
就
任
し
た
者

　
　
　
　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　
　
　

所

氏　

家　

賢　

壽　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼
十
番
地
一

小　

川　

信　

一　
　

石
巻
市
丸
井
戸
三
丁
目
一
番
四
号

小　

川　

長
太
郎　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
大
埣
三
百
五
十
三
番
地
一

鹿　

又　

秀　

弥　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼
三
百
六
十
三
番
地

齋　

藤　

喜
美
男　
　

石
巻
市
蛇
田
字
太
田
切
十
三
番
地
三

酒　

井　

恒　

雄　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
金
沼
三
百
九
十
一
番
地
一

庄　

司　

健　

一　
　

石
巻
市
蛇
田
字
金
津
町
十
一
番
地
二

伏　

見　

圭　

志　
　

石
巻
市
あ
け
ぼ
の
二
丁
目
十
五
番
地
六

水　

沼　
　
　

滿　
　

石
巻
市
蛇
田
字
新
大
埣
二
百
四
十
七
番
地
六

横　

山　

一　
�
　
　

石
巻
市
蛇
田
字
上
谷
地
二
十
八
番
地

吉　

田　

和　

夫　
　

石
巻
市
蛇
田
字
埣
寺
十
二
番
地

渡　

邊　

理
紀
雄　
　

石
巻
市
蛇
田
字
金
沼
三
百
五
十
九
番
地
一

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

多
賀
城
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
四
・
百
三
十
六
号　

高
崎
大
代
線
及
び
三
・
五
・
百
四
十
六
号　

多
賀
城
駅
前
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
十
四
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

二
・
二
・
九
二
一
号　

美
田
園
雷
神
塚
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

名
取
市
下
増
田
字
飯
塚，

字
南
田
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園
事
業
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２　

名
称

　
　
　

二
・
二
・
九
二
三
号　

美
田
園
香
り
公
園

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

名
取
市
下
増
田
字
女
ヶ
池，

字
二
反
田
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

○
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

仙
台
市
仙
塩
流
域
関
連
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　

「
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
一
日
か
ら

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し　

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

教
育
委
員
会

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

第
三
章　

地
方
機
関
等

　

第
二
十
条
第
二
項
の
表
中 

を

 

に
改
め
、
同
表
中
宮
城
県
栗
原
教

育
事
務
所
の
項
及
び
宮
城
県
登
米
教
育
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
中

 

を

 

に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中

「
仙
台
教
育
事
務
所
」
を
「
宮
城
県
仙
台
教
育
事
務
所
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
地
域
事
務
所
）

第
二
十
条
の
二　

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
及
び
宮
城
県
東
部
教
育
事
務
所
に
、
そ
の
事
務
の
一
部
を
分
掌
さ
せ
る
た

め
地
域
事
務
所
を
設
置
す
る
。

２　

地
域
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

「

宮
城
県
大
崎

教
育
事
務
所

大　

崎　

市
　

大
崎
市
、
加
美
郡
、
遠
田
郡

」

「

宮
城
県
北
部

教
育
事
務
所

大　

崎　

市
　

栗
原
市
、
大
崎
市
、
加
美
郡
、
遠
田
郡

」

「

宮
城
県
石
巻

教
育
事
務
所

石　

巻　

市
　

石
巻
市
、
東
松
島
市
、
牡
鹿
郡

」

「

宮
城
県
東
部

教
育
事
務
所

石　

巻　

市
　

石
巻
市
、
登
米
市
、
東
松
島
市
、
牡
鹿
郡

」
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名　
　
　
　
　

称

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

位　

置

栗
原
市

所　

管　

区　

域

栗
原
市



　
３　

地
域
事
務
所
の
分
掌
事
務
は
、
前
条
第
三
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
当
該
地
域
事
務
所
の
所
管
区
域
に
関
す
る
も

の
と
す
る
。

　

第
二
十
二
条
中
「
地
方
機
関
に
」
を
「
地
方
機
関
及
び
地
域
事
務
所
（
以
下
「
地
方
機
関
等
」
と
い
う
。）
に
」
に
、

「
当
該
地
方
機
関
」
を
「
当
該
地
方
機
関
等
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
の
二
及
び
第
二
十
五
条
中
「
地
方
機
関
」
を
「
地
方
機
関
等
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
六
条
の
表
中 

を 

に
改
め
、
同
表
中

宮
城
県
矢
本
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
中

 

を 

に
改
め
る
。

　

第
三
十
三
条
の
表
中
宮
城
県
泉
が
岳
自
然
の
家
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

　
　
　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

教
育
長
に
対
す
る
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を

「

宮
城
県
第
一
女
子
高
等
学
校

」

「

宮
城
県
宮
城
第
一
高
等
学
校

」

「

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
黎
明
高
等
学
校

宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
高
等
学
校

宮
城
県
松
山
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

」

「

宮
城
県
古
川
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
黎
明
高
等
学
校

宮
城
県
岩
出
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
高
等
学
校

宮
城
県
松
山
高
等
学
校

宮
城
県
田
尻
さ
く
ら
高
等
学
校

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

」

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
第
一
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
に
関
す
る
点
検
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

　

第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

　
　
　

学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

学
校
教
育
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
九
条
第
二
項
」
を

「
第
十
八
条
」
に
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、
同
項
第
六
号
中
「
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
及
び
幼
稚
園
」
を
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

及
び
特
別
支
援
学
校
」
に
、
同
項
第
七
号
中
「
第
八
十
二
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
四
条
」
に
、
同
項
第
八
号
中
「
第

八
十
三
条
」
を
「
第
百
三
十
四
条
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十

一
号
と
す
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
又
は
こ
れ
ら
の
分
校
の
設
置
に
つ
い
て
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
は
、
申

請
書
（
別
記
第
十
七
号
様
式
）
又
は
届
出
書
（
別
記
第
十
八
号
様
式
）
に
、
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）
第
三
条
に
規
定
す
る
書
類
及
び
図

面
に
加
え
、
分
校
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
施
行
規
則
第
七
条
に
規
定
す
る
書
類
及
び
図
面
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
次

に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
（
分
校
に
あ
つ
て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）
を
添
え
て
、
開
設
の
時
期
か
ら
三

十
日
前
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四　

申
請
又
は
届
出
に
係
る
学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
又
は
こ
れ
ら
の
分
校
の
市
町
村
に
お
け
る
位
置
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宮
城
県
東
部
教
育
事
務
所
登
米
地
域
事
務
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登
米
市

登
米
市



を
示
す
図
面
（
小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
又
は
こ
れ
ら
の
分
校
に
あ
つ
て
は
通
学
区
域
の
境
界
を
示
し
た
も
の
。）

　

第
十
五
条
第
一
項
に
次
の
よ
う
に
一
号
を
加
え
る
。

十
四　

非
常
時
避
難
及
び
消
火
活
動
見
取
図　

申
請
又
は
届
出
に
係
る
学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
又
は

こ
れ
ら
の
分
校
の
校
地
内
及
び
校
舎
そ
の
他
の
建
物
内
に
お
け
る
避
難
上
及
び
消
防
上
の
通
路
の
位
置
並
び
に
廊

下
、
階
段
、
出
入
口
そ
の
他
避
難
施
設
及
び
消
火
栓
、
貯
水
槽
そ
の
他
の
消
火
設
備
の
位
置
を
記
載
し
た
図
面
並

び
に
避
難
場
所
の
位
置
、
名
称
、
収
容
人
員
及
び
到
着
所
要
時
間
を
記
載
し
た
図
面

　

第
十
五
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五　

申
請
又
は
届
出
に
係
る
学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
又
は
こ
れ
ら
の
分
校
の
周
囲
三
百
メ
ー
ト
ル
の

区
域
内
に
存
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
及
び
用
途
を
記
載
し
た
図
面
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
内
に
、
児

童
生
徒
等
の
健
康
、
安
全
等
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
等
が
あ
る
と
き
若
し
く
は
そ
の
設
置

等
の
予
定
が
あ
る
と
き
又
は
池
沼
、
崖
そ
の
他
児
童
生
徒
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
地
形
上
の
特
質
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
位
置
及
び
名
称
を
表
示
す
る
こ
と
。

　

第
十
六
条
中
「
第
四
条
の
二
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
中
「
第
四
条
の
二
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
中
「
第
四
条
の
二
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
第
七
条
の
三
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、「
第
八
号
及
び
第
九
号
」

を
「
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
中
「
第
四
条
の
二
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
第
七
条
の
三
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、「
第
七
条
の
七
」
を

「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
第
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
中
「
第
七
条
の
三
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
、「
第
八
号

か
ら
第
十
号
」
を
「
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
中
「
第
七
条
の
六
」
を
「
第
十
四
条
」
に
、「
写
」
を
「
写
し
」
に
、「
、
第
六
号
及
び
第
八
号
か
ら
第

十
号
」
を
「
、
第
七
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
」
に
、「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
五
条
中
「
第
七
条
の
七
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
七
条
中
「
第
七
十
三
条
の
十
二
」
を
「
第
百
三
十
一
条
」
に
、「
第
七
十
三
条
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
百

三
十
八
条
」
に
、「
第
七
十
三
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
条
」
に
改
め
る
。

　

別
記
第
三
十
七
号
様
式
中
「（第

73   条
の
12   第

３
項

）（第
73   条

の
19   第

２
項

）（第
73   条

の
21   第

２
項

）」
を
「（第

13   1  条

）（第
13   8  条

）（第
14   0  条

）」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委

員

長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
及
び

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
八
十
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）

に
基
づ
き
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
自
己
啓
発
等
休
業
の
手
続
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

前
条
に
規
定
す
る
「
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
一
般
職
の
職
員

（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）
を
い
う
。

一　

宮
城
県
教
育
庁
の
職
員

二　

教
育
機
関
の
職
員

三　

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る

職
員
（
仙
台
市
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
を
除
く
。
以
下
「
県
費
負
担
教
職
員
」
と
い
う
。）

　

（
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
の
申
請
手
続
等
）

第
三
条　

職
員
が
、
法
第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
を
申
請
す
る
と
き
は
、
自

己
啓
発
等
休
業
承
認
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
大
学
等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
へ
の
従
事
を
証
明
す
る

書
類
を
添
え
て
、
原
則
と
し
て
、
自
己
啓
発
等
休
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
日
の
一
月
前
ま
で
に
所
属
長
を
経
由
し
て

宮
城
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
県
費
負
担
教
職
員
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
を
経
由
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
申
請
書
に
自
己
啓
発
等
休
業

内
申
書
（
様
式
第
二
号
）
を
添
え
て
、
県
教
育
委
員
会
に
進
達
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

県
教
育
委
員
会
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
の
申
請
を
し
た
職
員
に
対
し
て
、
当
該
申
請
に
つ
い
て
確
認
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長
の
申
請
手
続
等
）

第
四
条　

前
条
の
規
定
は
、
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
職
務
復
帰
）

第
五
条　

自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
又
は
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
当

該
自
己
啓
発
等
休
業
に
係
る
職
員
は
、
職
務
に
復
帰
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
報
告
の
確
認
に
必
要
な
書
類
の
提
出
）

第
六
条　

県
教
育
委
員
会
は
、
条
例
第
九
条
の
報
告
を
し
た
職
員
に
対
し
て
、
当
該
報
告
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
辞
令
の
交
付
）

第
七
条　

県
教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
職
員
に
対
し
て
辞
令
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
を
承
認
す
る
場
合

　

二　

職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長
を
承
認
す
る
場
合

　

三　

自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
す
る
場
合

　

（
そ
の
他
）

第
八
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
第1944号　平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （14）

様
式
第
 1 号

（
第
 3 条

，
第
 4 条

関
係
）

自
　己
　啓
　発
　等
　休
　業
　承
　認
　申
　請
　書

 
申
請
年
月
日
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
属
長
経
由
印
）

 
申
請
者
　
所
　
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
所
属
コ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
（
職
員
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
）　

　
下
記
の
と
お
り
　
 

　
を
申
請
し
ま
す
。

自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認

自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長

　
□
自
己
啓
発
等
休
業
（
２
及
び
３
に
記
入
）

　
□
期
間
の
延
長
（
２
及
び
４
に
記
入
） 
 

１
　
申
請
の
区
分

 

��
�

��
�

大
学
等
の
名
称

（
所
在
地
）

大学等課程の履修
２
　
自
己
啓
発
等

 
　
　
休
業
の
内
容

 

課
程（
修
業
年
限
）

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

履
修
の
期
間

活
動
組
織

国際貢献活動

活
動
分
野

活
動
国
・
地
域
  

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

国
内
訓
練

活動期間
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

活
動
国
滞
在

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

３
　
申
請
期
間

 

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

４
　
延
長
の
期
間

 

　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
か
ら
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
ま
で

既
に
自
己
啓
発

等
休
業
を
し
て

い
る
期
間

５
　
備

考
 

� 注 
�
　
こ
の
申
請
書
に
は
，
次
の
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
ア
　
大
学
等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
内
容
及
び
期
間

　
　
イ
　
ア
の
内
容
に
関
す
る
照
会
先

�
　
「
活
動
組
織
」
欄
に
は
，「
青
年
海
外
協
力
隊
」，「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」，「
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
等
を
記
入
す

る
こ
と
。

�
　
「
国
内
訓
練
」
欄
に
は
，
例
え
ば
，
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
行
う
派
遣
前
訓
練
等
の
準
備
行
為
に
参
加
す
る
期

間
を
記
入
す
る
こ
と
。

�
　
「
５
　
備
考
」
欄
に
は
，
以
前
に
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
自
己
啓
発
等
休
業
の
内
容
（
大
学

等
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
別
，
休
業
期
間
），
自
己
啓
発
等
休
業
の
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
自

己
啓
発
等
休
業
の
期
間
の
延
長
を
申
請
す
る
理
由
そ
の
他
宮
城
県
教
育
委
員
会
が
承
認
の
可
否
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
必

要
と
思
わ
れ
る
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。

�
　
該
当
す
る
□
に
は
レ
印
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
県
教
委
記
入
欄
）

□
　
承
 認
　
　
　
□
　
不
承
認

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　

受
理
年
月
日

　
職
　

氏
　
名
 

印
　

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　

決
裁
年
月
日

決
裁
欄



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く

指
導
改
善
研
修
を
受
け
る
べ
き
教
諭
等
の
認
定
及
び
指
導
改
善
研
修
終
了
時
に
お
け
る
指
導
の
改
善
の
程
度
に
関
す

る
認
定
の
ほ
か
、
児
童
若
し
く
は
生
徒
に
対
す
る
指
導
又
は
職
務
（
以
下
「
指
導
等
」
と
い
う
。）
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
ず
児
童
若
し
く
は
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
環
境
を
損
な
っ
て
い
る
た

め
研
修
を
受
け
る
べ
き
教
員
の
認
定
、
当
該
研
修
の
実
施
及
び
当
該
研
修
終
了
時
に
お
け
る
指
導
等
の
改
善
の
程
度

に
関
す
る
認
定
の
手
続
き
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
教
員
」
と
は
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県
教
育
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
任

命
に
係
る
教
職
員
の
う
ち
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
又
は
講
師
（
臨
時
的
任
用
職

員
又
は
非
常
勤
職
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
の
職
に
あ
る
者
で
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
を

除
く
も
の
を
い
う
。

２　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
指
導
力
不
足
等
教
員
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一　

法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
指
導
が
不
適
切
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

教
諭
、
助
教
諭
及
び
講
師

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
児

童
又
は
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
環
境
を
損
な
っ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
教
諭
、

助
教
諭
及
び
講
師

三　

こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
児
童
又
は
生
徒
が
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
環
境
を
損
な
っ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
又
は
養
護
助

教
諭

３　

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
特
別
研
修
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
導
改
善
研
修
並
び
に
前

項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
指
導
等
の
改
善
の
た
め
に
指
導
改
善
研
修
に
準
じ
て
行
う
研
修
を
い
う
。
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様
式
第
 2 号

（
第
 3 条

関
係
）

 
文
　
書
　
番
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
　
殿

 
〇
〇
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

自
己
啓
発
等
休
業
承
認
内
申
書

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り
内
申
し
ま
す
。承
　
　
　
認
　
・
　
不
　
承
　
認

種
別

学
校

名

職
・

氏
名

　
　
　
　
　
給
料
表
（
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
級
　
　
　
　
　
号
棒
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
）

月
額

給　　　料
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

発
令
年
月
日

　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月

在
職

期
間

内
申

事
由

備
考



　

（
認
定
申
請
）

第
三
条　

県
立
学
校
の
校
長
は
、
そ
の
所
属
す
る
教
員
が
第
五
条
に
規
定
す
る
要
件
（
以
下
「
認
定
要
件
」
と
い
う
。）

に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、
当
該
教
員
に
係
る
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
の
申
請
を
県
教
育
委
員
会
教
育

長
（
以
下
「
県
教
育
長
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

市
町
村
立
学
校
の
校
長
は
、
そ
の
所
属
す
る
教
員
が
認
定
要
件
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
と
き
は
、
当
該
市
町
村

の
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

前
項
の
報
告
を
受
け
た
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
報
告
の
あ
っ
た
教
員
が
認
定
要
件
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た

と
き
は
、
報
告
の
あ
っ
た
市
町
村
立
学
校
の
校
長
の
意
見
を
添
え
て
、
当
該
教
員
に
係
る
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認

定
の
申
請
を
県
教
育
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４　

第
一
項
若
し
く
は
前
項
の
申
請
（
以
下
「
認
定
申
請
」
と
い
う
。）
又
は
第
二
項
の
報
告
を
行
う
と
き
は
、
認
定

申
請
又
は
報
告
に
係
る
教
員
に
対
す
る
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
日
常
の
指
導
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
教
員
が
認

定
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
適
正
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

認
定
申
請
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６　

認
定
申
請
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
認
定
申
請
を
行
う
旨
を
当
該
認
定
申
請
に
係
る
教
員
に
説
明

す
る
と
と
も
に
、
当
該
教
員
か
ら
書
面
又
は
口
頭
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
、
そ
の
内
容
を
様
式
第
一
号
に
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

　

（
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
等
）

第
四
条　

県
教
育
長
は
、
認
定
申
請
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
審
査
を
行
い
、
宮
城
県
指
導
力
不
足
等
審
査
委
員
会

（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
認
定
要
件
に
該
当
す
る
と
認

め
た
と
き
は
、
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
を
行
う
。

２　

県
教
育
長
は
、
前
項
の
審
査
を
行
う
と
き
は
、
認
定
申
請
に
係
る
教
員
か
ら
書
面
又
は
口
頭
に
よ
り
意
見
を
聴
取

す
る
も
の
と
す
る
。

３　

県
教
育
長
は
、
第
一
項
の
認
定
を
行
う
と
き
は
、
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
認
定
に
係
る
教
員
に
対
し
特

別
研
修
を
実
施
す
る
期
間
を
併
せ
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

県
教
育
長
は
、
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
特
別
研
修
を
実
施
す
る
期
間
を
、
認

定
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
様
式
第
二
号
に
よ
り
認
定
申
請
を
行
っ
た
者
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

５　

県
教
育
長
は
、
第
一
項
の
審
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
調
査
及
び
資
料
の
収
集
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。

　

（
認
定
要
件
）

第
五
条　

指
導
力
不
足
等
教
員
と
し
て
認
定
を
行
う
要
件
は
、
疾
病
以
外
の
理
由
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一　

教
員
と
し
て
の
使
命
及
び
職
務
へ
の
自
覚
が
不
足
し
、日
常
的
な
職
務
の
遂
行
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
。

二　

児
童
又
は
生
徒
の
心
を
理
解
す
る
能
力
や
意
欲
に
欠
け
、
学
級
経
営
、
生
徒
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
。

三　

教
員
と
し
て
の
力
量
を
高
め
よ
う
と
す
る
意
欲
が
な
く
、向
上
心
を
持
っ
て
教
養
を
磨
こ
う
と
は
し
な
い
こ
と
。

四　

教
科
、
領
域
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
技
術
等
が
不
足
し
、
又
は
指
導
方
法
が
不
適
切
で
あ
る
た
め
、
学

習
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

五　

保
護
者
、
地
域
社
会
及
び
関
係
諸
機
関
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
活
動
に
必
要
な
連
携
又
は

協
同
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

六　

他
の
教
職
員
と
協
調
し
て
学
校
運
営
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
ず
、
又
は
校
務
処
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

七　

前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
活
動
又
は
学
校
運
営
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

　

（
被
認
定
者
等
へ
の
説
明
）

第
六
条　

認
定
申
請
を
行
っ
た
者
は
、
第
四
条
第
四
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
教
員
に
対

し
て
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
の
有
無
及
び
そ
の
理
由
等
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
特
別
研
修
の
実
施
）

第
七
条　

県
教
育
長
は
、
第
四
条
第
一
項
の
認
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
行
っ
た
教
員
に
対
し
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
期
間
に
お
い
て
、
特
別
研
修
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
特
別
研
修
の
期
間
の
短
縮
等
）

第
八
条　

県
教
育
長
は
、
特
別
研
修
期
間
中
に
指
導
が
著
し
く
改
善
さ
れ
、
又
は
研
修
の
状
況
が
著
し
く
不
良
で
あ
る

と
認
め
た
と
き
は
、
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
特
別
研
修
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
校
内
研
修
）

第
九
条　

県
教
育
長
は
、
第
四
条
の
審
査
の
結
果
、
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
教
員
に
つ

い
て
、
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
指
導
等
の
改
善
の
た
め
の
研
修
が
必
要
と
認
め
た
と
き
又
は
次
条
第
一
項
第
二

号
の
認
定
及
び
決
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
学
校
内
に
お
け
る
研
修
（
以
下
「
校
内
研
修
」
と
い
う
。）
を
行
う
よ
う
、

そ
の
実
施
す
べ
き
期
間
を
定
め
て
認
定
申
請
を
行
っ
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
し
、
当
該
校
内
研
修
の
実
施
の
た
め

に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

校
内
研
修
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
校
内
研
修
に
係
る
教
員
の
認
定
申
請
を
行
っ
た
者
は
、
校
内
研
修
の
成
果

を
県
教
育
長
へ
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
特
別
研
修
終
了
時
の
認
定
等
）

第1944号　平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （16）



第
十
条　

県
教
育
長
は
、
特
別
研
修
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
特
別
研
修
に
係
る
教
員
か
ら
書
面
又
は
口
頭
に
よ
り

意
見
を
聴
取
し
、
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
特
別
研
修
に
係
る
教
員
の
指
導
等
の
改
善
の
程
度
が
次
の
各
号

に
掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
認
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
決
定
を
行
い
、
当
該
認
定
及

び
決
定
を
行
っ
た
旨
を
様
式
第
三
号
に
よ
り
認
定
申
請
を
行
っ
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
な
く
な
っ
た　

学
校
に
復
帰
す
る
こ
と
の
決
定

二　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
が
、
研
修
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る　

校
内
研
修
に
移
行
す
る
こ

と
の
決
定

三　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
す
る
が
、
更
に
特
別
研
修
を
行
え
ば
、
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
程

度
ま
で
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る　

特
別
研
修
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
の
決
定

四　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
、
引
き
続
き
特
別
研
修
を
実
施
し
て
も
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

程
度
ま
で
改
善
す
る
見
込
み
が
な
い　

研
修
以
外
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
の
決
定

２　

県
教
育
長
は
、
前
項
の
認
定
及
び
決
定
を
行
う
と
き
は
、
当
該
教
員
に
係
る
認
定
申
請
を
行
っ
た
者
（
当
該
教
員

が
市
町
村
立
学
校
に
所
属
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
学
校
の
校
長
を
含
む
。）
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
及
び
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
の
認
定
及
び
決
定
」
と
、「
実
施

す
る
」
と
あ
る
の
は
「
延
長
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

（
再
度
の
申
請
等
）

第
十
一
条　

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
認
定
及
び
決
定
は
、
当
該
認
定
及
び
決
定
に
係
る
教
員
の
所
属
す
る

学
校
の
校
長
が
、
当
該
教
員
に
つ
い
て
、
学
校
に
復
帰
し
、
又
は
校
内
研
修
を
行
っ
た
結
果
に
基
づ
き
、
再
度
第
三

条
第
一
項
の
申
請
又
は
第
二
項
の
報
告
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

２　

県
教
育
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
校
長
か
ら
の
申
請
又
は
前
項
に
規
定
す
る
校
長
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
市
町
村

教
育
委
員
会
か
ら
の
認
定
申
請
を
受
け
た
と
き
で
、
第
四
条
第
一
項
の
審
査
（
同
条
第
二
項
の
意
見
聴
取
及
び
第
五

項
の
調
査
等
を
含
む
。）
の
結
果
、
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
同
条
第
一
項
の
認
定
を
行
わ
ず
、
委
員
会
の
意
見
を

聴
い
て
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
認
定
を
行

い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
な
い　

特
別
研
修
を
実
施
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
の
決
定

二　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
、
特
別
研
修
の
実
施
を
要
す
る　

特
別
研
修
を
実
施
す
る
期
間
の
決
定

三　

指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
、
特
別
研
修
を
実
施
し
て
も
指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
な
い
程
度
に
改
善

す
る
見
込
み
が
な
い　

研
修
以
外
の
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
の
決
定

３　

第
四
条
第
四
項
及
び
第
六
条
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
及
び
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
四
条
第
四
項
中
「
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、「
様
式
第
四
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４　

第
七
条
の
規
定
は
、
第
二
項
第
二
号
の
認
定
及
び
決
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
委
員
会
の
意
見
）

第
十
二
条　

第
四
条
及
び
第
八
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
委
員
会
の
意
見
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関

す
る
も
の
と
す
る
。

一　

認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す
る
こ
と
。

二　

認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
、
指
導
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
が
疾
病
に
起
因
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す
る
こ
と
。

三　

認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
教
員
に
対
す
る
特
別
研
修

の
期
間
及
び
内
容
等
に
関
す
る
こ
と
。

四　

特
別
研
修
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す
る
こ
と
。

五　

認
定
申
請
に
係
る
教
員
が
指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
、
当
該
教
員
に
対
す
る
校
内
研

修
の
必
要
性
、
期
間
及
び
内
容
等
に
関
す
る
こ
と
。

六　

特
別
研
修
を
終
了
し
た
教
員
の
指
導
等
の
改
善
の
程
度
の
判
定
に
関
す
る
こ
と
。

七　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
し
県
教
育
長
が
必
要
と
認
め
た
事
項
に

関
す
る
こ
と
。

　

（
秘
密
の
保
持
）

第
十
三
条　

委
員
会
の
委
員
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
職
務
を
行
う
に
当
た
り
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

　

（
委
任
）

第
十
四
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
県
教
育
長

が
別
に
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
殿

 
申
請
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
に
つ
い
て
（
申
請
）

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り

指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
を
申
請
し
ま
す
。

記

１
　
申
請
に
係
る
教
員
の
所
属
，
職
，
氏
名
，
年
齢
及
び
性
別

２
　
指
導
力
不
足
等
教
員
に
該
当
す
る
と
判
断
す
る
理
由
（
で
き
る
限
り
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
。）

３
　
特
別
研
修
を
必
要
と
す
る
理
由

４
　
校
長
の
意
見
（
申
請
者
が
市
町
村
教
育
委
員
会
の
教
育
長
で
あ
る
場
合
）

５
　
当
該
教
員
の
意
見

６
　
添
付
書
類

様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
申
請
者
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　

指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
等
に
つ
い
て
（
通
知
）

　
　
　
年
　
月
　
日
付
け
　
第
　
号
で
申
請
の
あ
っ
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関

す
る
規
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。（
認
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。）

記

１
　
申
請
に
係
る
教
員
の
所
属
，
職
及
び
氏
名

２
　
指
導
力
不
足
等
教
員
の
認
定
の
有
無
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
・
認
定
す
る
　
　
　
　
・
認
定
し
な
い

　
　
　
　
（
理
　
由
）

３
　
特
別
研
修
の
期
間
及
び
内
容
等
（
指
導
力
不
足
等
教
員
と
認
定
し
た
場
合
）

４
　
校
内
研
修
を
実
施
す
べ
き
期
間
（
指
導
力
不
足
等
教
員
と
認
定
し
な
か
っ
た
場
合
で
校
内
研
修
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
）



（19）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 
様
式
第
３
号
（
第
10条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
申
請
者
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　

特
別
研
修
終
了
時
の
認
定
及
び
決
定
に
つ
い
て
（
通
知
）

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
第
10条
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り

認
定
及
び
決
定
し
ま
し
た
。

記

１
　
特
別
研
修
終
了
時
の
認
定
に
係
る
教
員
の
所
属
，
職
及
び
氏
名

２
　
特
別
研
修
終
了
時
の
認
定
及
び
決
定

　
　
第
10条
第
１
項
第
　
　
号
該
当
（
 

）　
　

　
　
（
理
　
由
）

３
　
今
後
必
要
な
措
置
及
び
そ
の
理
由

様
式
第
４
号
（
第
11条
関
係
）

 
第
　
　
　
　
　
号
　

 
年
　
　
月
　
　
日
　

　
　
申
請
者
　
　
　
　
　
　
　
殿

 
宮
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　

再
度
の
申
請
に
係
る
認
定
及
び
決
定
に
つ
い
て
（
通
知
）

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
付
け
　
第
　
号
で
申
請
の
あ
っ
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
指
導
力
不
足
等
教
員
の
取
扱
い

に
関
す
る
規
則
第
11条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
下
記
の
と
お
り
認
定
及
び
決
定
し
ま
し
た
。

記

１
　
申
請
に
係
る
教
員
の
所
属
，
職
及
び
氏
名

２
　
申
請
に
係
る
認
定
及
び
決
定

　
　
　
第
11条
第
１
項
第
　
　
号
該
当
（
 

）　
　

　
　
　
（
理
由
）



　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

　
　
　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
三
条
の
二
中
「
そ
の
結
果
を
」
の
下
に
「
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
」
を
加
え
る
。

　

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
一
条
の
十
」
を
「
第
七
十
一
条
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
の
三
中
「
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
八
条
第
六
項
中
第
三
号
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
二
及
び
第
二
十
八
条
第
六
項
の
改
正
規
定
は
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

大　
　

村　
　

虔　
　

一　
　
　

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

　
　
　

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
の
表
中
「
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
七
号

　

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
執
行

の
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
か
ら
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

槻　
　

田　
　

久　
　

純　
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（21）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 
公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
５
月
28日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
１
回
分

　
　
８
月
８
日
ま
で

自
由
民
主
党

所
属
党
派

愛
知
治
郎

候
補
者
氏
名

菅
原
　

壽
出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
13日
 

第
１
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

自
由
民
主
党
宮
城
県
参
議
院
 

政
　
党
 

20,770,000円
選
挙
区
第
一
支
部

山
　
田
　
礼
　
子
 

主
　
婦
 

30,000　

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

3,737,225円

家
　
屋
　
費
 

3,116,193

　
選
挙
事
務
所
費
 

2,546,565

　
集
合
会
場
費

 
 

569,628

通
　
信
　
費
 

436,602

交
　
通
　
費
 

1,699,995

印
　
刷
　
費
 

4,577,668

広
　
告
　
費
 

1,689,588

文
　
具
　
費
 

765,994

食
　
糧
　
費
 

313,885

休
　
泊
　
費
 

246,255

雑
　
　
　
費
 

992,024

そ
の
他
の
寄
附
 

4件
 

45,000

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

20,845,000

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

20,845,000

今
　
回
　
計
 

17,575,429

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

17,575,429

公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
８
月
29日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
１
回
分

　
　
９
月
13日
ま
で

自
由
民
主
党

所
属
党
派

愛
知
治
郎

候
補
者
氏
名

菅
原
　

壽
出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
９
月
19日
 

第
２
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

 
 

－
円

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

－
円

家
　
屋
　
費
 

210,000

　
選
挙
事
務
所
費
 

210,000

　
集
合
会
場
費

 
 

0

通
　
信
　
費
 

933,200

交
　
通
　
費
 

－

印
　
刷
　
費
 

421,050

広
　
告
　
費
 

50,000

文
　
具
　
費
 

316,813

食
　
糧
　
費
 

27,000

休
　
泊
　
費
 

－

雑
　
　
　
費
 

385,317

そ
の
他
の
寄
附
 

－
件
 

－

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

0

前
　
回
　
計
 

20,845,000

総
　
　
　
計
 

20,845,000

今
　
回
　
計
 

2,343,380

前
　
回
　
計
 

17,575,429

総
　
　
　
計
 

19,918,809



 

 

第1944号　平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （22）
公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
６
月
16日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
１
回
分

　
　
８
月
１
日
ま
で

日
本
共
産
党

所
属
党
派

加
藤
幹
夫

候
補
者
氏
名

吉
田
広
夫

出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
10日
 

第
１
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

日
本
共
産
党
宮
城
県
委
員
会
 

政
　
党
 

2,100,000円

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

204,000円

家
　
屋
　
費
 

138,394

　
選
挙
事
務
所
費
 

138,394

　
集
合
会
場
費

 
 

－

通
　
信
　
費
 

163,418

交
　
通
　
費
 

32,040

印
　
刷
　
費
 

2,158,500

広
　
告
　
費
 

310,000

文
　
具
　
費
 

113,823

食
　
糧
　
費
 

470,716

休
　
泊
　
費
 

547,650

雑
　
　
　
費
 

186,402

そ
の
他
の
寄
附
 

－
件
 

－

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

2,100,000

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

2,100,000

今
　
回
　
計
 

4,324,943

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

4,324,943

公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
６
月
３
日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
１
回
分

　
　
７
月
29日
ま
で

社
会
民
主
党

所
属
党
派

岸
田
清
美

候
補
者
氏
名

田
山
英
次

出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
６
日
 

第
１
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

社
会
民
主
党
宮
城
県
連
合
 

政
　
党
 

10,000,000円

社
会
民
主
党
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
 

政
　
党
 

3,000,000
協
議
会

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

1,064,000円

家
　
屋
　
費
 

1,320,150

　
選
挙
事
務
所
費
 

1,173,900

　
集
合
会
場
費

 
 

146,250

通
　
信
　
費
 

235,254

交
　
通
　
費
 

21,500

印
　
刷
　
費
 

2,946,250

広
　
告
　
費
 

1,639,624

文
　
具
　
費
 

85,420

食
　
糧
　
費
 

302,242

休
　
泊
　
費
 

269,915

雑
　
　
　
費
 

571,331

そ
の
他
の
寄
附
 

－
件
 

－

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

13,000,000

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

13,000,000

今
　
回
　
計
 

8,455,686

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

8,455,686



 

 

（23）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 
公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
８
月
７
日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
２
回
分

　
　
８
月
27日
ま
で

社
会
民
主
党

所
属
党
派

岸
田
清
美

候
補
者
氏
名

田
山
英
次

出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
28日
 

第
２
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

 
 

－
円

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

－
円

家
　
屋
　
費
 

－

　
選
挙
事
務
所
費
 

－

　
集
合
会
場
費

 
 

－

通
　
信
　
費
 

57,521

交
　
通
　
費
 

－

印
　
刷
　
費
 

－

広
　
告
　
費
 

－

文
　
具
　
費
 

－

食
　
糧
　
費
 

－

休
　
泊
　
費
 

－

雑
　
　
　
費
 

58,297

そ
の
他
の
寄
附
 

－
件
 

－

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

0

前
　
回
　
計
 

13,000,000

総
　
　
　
計
 

13,000,000

今
　
回
　
計
 

115,818

前
　
回
　
計
 

8,455,686

総
　
　
　
計
 

8,571,504

公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
５
月
11日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
１
回
分

　
　
８
月
10日
ま
で

民
主

党
所
属
党
派

岡
　
崎
　
ト
ミ
子

候
補
者
氏
名

富
士
　

昇
出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
13日
 

第
１
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

民
　
主
　
党
 

政
　
党
 

5,000,000円

日
本
弁
護
士
政
治
連
盟
 

政
治
団
体
 

100,000

民
主
党
宮
城
県
参
議
院
 

政
　
党
 

13,000,000
選
挙
区
第
２
総
支
部

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

2,141,500円

家
　
屋
　
費
 

5,133,028

　
選
挙
事
務
所
費
 

4,290,435

　
集
合
会
場
費

 
 

842,593

通
　
信
　
費
 

618,923

交
　
通
　
費
 

538,700

印
　
刷
　
費
 

2,988,300

広
　
告
　
費
 

3,089,085

文
　
具
　
費
 

196,004

食
　
糧
　
費
 

519,102

休
　
泊
　
費
 

321,321

雑
　
　
　
費
 

4,864,210

そ
の
他
の
寄
附
 

21件
 

181,000

そ
の
他
の
収
入
 

－

今
　
回
　
計
 

18,281,000

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

18,281,000

今
　
回
　
計
 

20,410,173

前
　
回
　
計
 

－

総
　
　
　
計
 

20,410,173



 

公
安
委
員
会

第1944号　平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （24）
公
職
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
要
旨

１
　
選
挙
の
種
類
　
平
成
19年
７
月
29日
執
行
　
参
議
院
宮
城
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

２
　
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
の
金
額
の
制
限
額
（
法
定
選
挙
運
動
費
用
額
）

 
 

42,927,000円

３
　
報
告
書
の
要
旨

　
　
８
月
11日
か
ら

期
間
　
　
　
　
　
第
２
回
分

　
　
８
月
31日
ま
で

民
主

党
所
属
党
派

岡
　
崎
　
ト
ミ
子

候
補
者
氏
名

富
士
　

昇
出
納
責
任
者
氏
名

平
成
19年
８
月
31日
 

第
２
回
報
告
分

報
告
書
受
理
年
月
日

　
　
　
　
収
　
入

主
た
る
寄
附

（
氏
名
・
団
体
名
）　
　
（
職
　
業
）　
　
（
寄
附
額
）

 
 

－
円

　
　
　
　
支
　
出

人
　
件
　
費
 

－
円

家
　
屋
　
費
 

266,414

　
選
挙
事
務
所
費
 

266,414

　
集
合
会
場
費

 
 

0

通
　
信
　
費
 

164,585

交
　
通
　
費
 

－

印
　
刷
　
費
 

－

広
　
告
　
費
 

－

文
　
具
　
費
 

21,632

食
　
糧
　
費
 

54,249

休
　
泊
　
費
 

－

雑
　
　
　
費
 

77,962

そ
の
他
の
寄
附
 

－
件
 

－

そ
の
他
の
収
入
 

2,842

今
　
回
　
計
 

2,842

前
　
回
　
計
 

18,281,000

総
　
　
　
計
 

18,283,842

今
　
回
　
計
 

584,842

前
　
回
　
計
 

20,410,173

総
　
　
　
計
 

20,995,015

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
53号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年
法
律
第
105号

）
第
99条
の
２
第
４
項
第
１
号
イ
並
び
に
第
99条
の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
、
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
20年
３
月
25日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
　員
　長
　
　
檜
　
　
山
　
　
公
　
　
夫
　
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
、
期
日
及
び
場
所

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
�
　
受
付
期
間

　
平
成
20年
３
月
25日

（
火
）
か
ら
平
成
20年
５
月
２
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15分
ま

で
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
�
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番
地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
�
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

資
格
審
査
の
場
所

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
種
類

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番
地

宮
城
県
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー

平
成
20年
５
月
７
日
か
ら

平
成
20年
７
月
31日
ま
で

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

　
現
に
技
能
検
定
員
、
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資

格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

　
新
た
に
普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び
大
型
、

中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
19、
20年
度
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ
り

資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者



 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
四
七
六
号
（
平
成
十
五
年
七
月
二
十
二
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
報
第
一
五
四
四
号
（
平
成
十
六
年
三
月
二
十
六
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
四
一
号
（
平
成
二
十
年
三
月
十
四
日
付
け
）
中

（25）　 平成20年３月25日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1944号　　 
　
　
ア
　
配
布
期
間

　
平
成
20年
３
月
25日
（
火
）
以
降
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221、

222）

ペ
ー
ジ

五

段上

行一
四

正

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し

ペ
ー
ジ

一
〇

段下

行一

正

変
更
な
し

　
　
　
　
　
　
　

誤

な
し

ペ
ー
ジ

九

段下

行六

正

 

後
Ａ

　
　
　
　
　
　
　

誤

 

後
Ｂ


	無題



